
人吉城跡 球磨郡を統一した
相良氏が、戦国
期以降、江戸時
代を通じて、代々
居城とした城。年
に１度、おくんち祭
の時には城内を一
般に開放し、祭り・
芸能を庶民と共に
楽しんだ。

ウンスンカルタ 江戸時代中期に
幕府に禁制され
廃れた中で、全
国で唯一、人吉
藩領のみ遊戯法
が継承された。現
在は人吉市の民
間団体が継承す
る。

百太郎溝と
幸野溝

人吉藩領内の米
生産を支えた長
大な灌漑用水。
藩や地域住民に
より長い年月をか
け開削事業が行
われ難工事の末
に完成した、現
役の用水である。

球磨焼酎 人吉球磨地域に
おいて、江戸時
代では貴重だった
米を主原料とし
ての醸造が相良
氏によって認めら
れ、庶民に至るま
で愛飲された酒。
450 年以上の歴
史を誇る。

人吉温泉 戦国時代の 12
代相良為続が
湯治したという
記録が残る人
吉球磨で最古の
温泉があり、民
衆も疲れを癒し
た。

球磨川 相良氏は、水量が
豊富な球磨川を交
通および米や木材
などの物資の輸送
に大いに利用した。
明治時代に入り鉄
道運輸に取って代
わられるが、水運の
伝統は、現在の「観
光川下り」に受け
継がれている。

相良三十三観音
めぐり

人吉藩家老井
口氏により藩内
に三十三観音が
選定され、御詠
歌が作られて以
後、各札所は地
域住民の精神的
な拠り所として信
仰を集め続けてい
る。

球磨拳 じゃんけんのルー
ツとも言われる
拳遊び。宴会の
余興としては、
勝負に負けた方
が焼酎を飲むの
だが、焼酎飲み
たさにわざと負け
る者もいたとか。

生善院観音堂 人吉藩化け猫
騒動にちなむ観
音堂。市房神社
参詣時には藩主
が立ち寄った。
「狛猫」が参拝
客を迎える。

老神神社 領主相良氏の
氏神として保
護され、周辺住
民から「老神さ
ん」として親しま
れ信仰を集める
神社。

城泉寺阿弥陀堂 在地豪族久米
氏が建立したと
いわれるが、その
後も相良氏や民
衆の厚い保護・
信仰を受けて、
堂舎と本尊、石
塔群が中世の
景観を今に伝え
る。

県内最古の木造建
築です。

風景を楽しみながら
巡ってみませんか？

三の丸からの眺め
はおすすめ！

百太郎伝説という
お話ものこっていま
す。

神経痛などにいい
ですよ！！

日本三大急流
のひとつです。

とてもカラフルで
見ているだけでも
楽しいですよ。

世界大会も開催
されています！

石灯篭は結界のた

めものです。

「狛猫」はここだけ!!

世界にも通用する
ブランド！！

青井阿蘇神社と
おくんち祭

領主相良氏の保
護を受け、江戸時
代には人吉藩領内
の惣鎮守として藩
主・民衆の信仰を
集めた神社。秋の
例大祭は「おくんち
祭」と呼ばれ、多く
の人々が参加・見
物する郡内の一大
行事。

屋根の下に
鬼の顔が…

「日本遺産」とは
我が国の文化・伝統を語るストーリーを認定。

「日本遺産」は，地域の歴史的魅力や特色を通じて
我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産」と
して文化庁が認定するものです。

ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や
無形の様々な文化財群を，地域が主体となって総合
的に整備・活用し，国内だけでなく海外へも戦略的に
発信していくことにより，地域の活性化を図ることを目
的としています。

人吉球磨地域の「日本遺産」に認定された文化財一覧
1.神瀬住吉神社 2.城山観音堂の十一面観音菩薩像 3.高寺院 4.山田大王神社 5.
井口八幡神社 6.人吉温泉 7.青井阿蘇神社とおくんち祭 8.ウンスンカルタ 9.老神神社
10.人吉城跡 11.大信寺 12.願成寺と相良家墓地 13.岩屋熊野座神社 14.東俣阿蘇
神社 15.雨宮神社 16.十島菅原神社 17.井沢熊野座神社 18.木本神宮 19.勝福寺
関連文化財 20.須恵阿蘇釈迦堂 21.山上八幡神社 22.王宮神社 23.青蓮寺阿弥陀
堂 24.太田家住宅 25.多良木相良氏関係史跡 26.久米治頼神社 27.槻木大師堂の
弘法大師像 28.城泉寺阿弥陀堂 29.御大師堂 30.生善院観音堂 31.市房神社 32.
球磨焼酎 33.百太郎溝と幸野溝 34.人吉球磨の民謡 35.焼酎墓 36.球磨拳 37.庚
申信仰と庚申塔 38.相良三十三観音めぐり 39.球磨神楽 40.臼太鼓踊 41.球磨川

４１の文化財の中から、１６の文化財を紹介します。



球磨神楽 焼酎墓

人吉球磨の民謡 臼太鼓踊

青井阿蘇神社おくん
ち祭の宵宮奉納を皮
切りに郡内 43 神社

で奉納されてきた神
楽。相良氏の厚い保
護を受けた神楽の見
物は民衆の娯楽でも
あった。

酒好きの人
間であったこ
とを思わせる
戒名や、墓
石の笠が盃
であるなど、
焼酎文化を
伝える墓。い
る。

人吉球磨地域の
民衆に長く唄わ
れてきた民謡は、
人々が集まると誰
ともなく自然と唄
われ始める。特に
宴会で焼酎が始
まると終わりを知
らない。

相良氏による武
道奨励・士気鼓
舞を目的に始め
られたとされる踊
り。領民によって
長く伝承され、
現在も郡内各
地で踊り続けら
れている。

とても迫力があります。
大会も行われています。
一度来てみては？

飲み過ぎはダメですよ。
神懸かりの要素を強く持った
神楽です。

・人吉駅 熊本県⼈吉市中⻘井町３２６１
TEL: 0966-22-4011

・くま川鉄道 TEL: 0966-23-5011
・人吉温泉観光協会 TEL:0966-22-1370

①人吉球磨の領主
相良氏は、急峻な九
州山地に囲まれた地
の利を生かして外敵
の侵入を拒み、

②日本史上稀な
「相良７００年」と
称される長きにわ
たる統治を行った。

③その中で領主から
民衆までが一体と
なったまちづくりの精
神が形成され

④社寺や仏像群、
神楽等をともに信
仰し、楽しみ、守
る文化が育まれた。

⑤同時に進取の精神
をもってしたたかに外
来の文化を吸収し、

⑥独自の食文化
や遊戯、交通網
が整えられた。

⑦保守と進取、双方の精神から
昇華された文化の証が集中して
現存している地域は他になく、

⑧日本文化の縮図を今に見ることができ
る地域であり、司馬遼太郎はこの地を「日
本でもっとも豊かな隠れ里」と記している。

相良７００年が生んだ保守と進取の文化

～ 日本でもっとも豊かな隠れ里 人吉球磨 ～

（リーフレット作成：熊本県⽴球磨商業⾼校調査研究班）

facebookページも
ぜひご覧ください。

Webページも
ぜひご覧ください。
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